
 

 

 

 

 

 

             徳 
                                 校長   渡邊 勝利 

厳しい寒さが続きます。１月下旬から２月上旬のこの時期が、１年で最も寒さの厳しい時期だと言われ

ます。寒さを表す言葉に「肌寒い」、「身を切るような寒さ」、「凍えるような寒さ」などがあります。寒さが

強まると、「極寒（極めて寒い）」、「酷寒（酷い寒さ）」などが使われます。ユニークな表現では、「バナナ

で釘が打てる寒さ」などもあります。また、究極の寒さになると、「星のささやき」と呼ばれる現象が見られ

ます。 氷点下 50℃位になると人の吐く息もたちまち凍り、その細かい氷の粒が耳元でカサカサという音

になり、ロシアのヤクーツク地方の人たちはこう呼んでいるそうです。このような寒さが続くと、背中が丸く

なり、外に出るのがついつい億劫になり、下を向くことが多くなりそうです。しかし、終わりのない寒さはあ

りません。ふと気が付くと昼の時間が長くなり、帰宅する時間になってもまだ西の空が明るいことに気付き

ました。木々のつぼみをよく観ると、冬の寒さに耐え、春の訪れをじっと伺っているようにも感じます。耐える

時期を乗り越え、その先にある春を想像したり探したりするのも、趣があるものです。厳しい寒さがあるか

らこそ、春の暖かさや気持ちよさが、より感じられるものです。 

さて、令和 7年度も間もなく終わろうとしています。世界に目を向けてみると、紛争や貧困、自然災害

等の問題が山積みです。争いが激化し、先行きが不透明な時代となっています。嘘と不信が蔓延し、誰も

が疑心暗鬼に陥っているようにも感じられます。 

人それぞれ考え方は違います。国や宗教、世代、性別等により違って当然です。しかし、相手の立場に

なって考えると、また違った世界が見えてきます。どんな人や物にも良さや持ち味があります。自分や相手

の良さを見付け、認め合い、助け合える世界になってほしいと思います。 

江戸時代後期の農政家、思想家である二宮尊徳は、「あらゆるものに徳はある」と考えました。尊徳の

考える徳とは、それぞれ固有の長所や価値のことであり、これを「万象具徳」と言います。この「万象具

徳」について、小田原の報徳博物館元館長の佐々井さんは次のような詩で表現しています。 

 

 

 

 

 

尊徳は、日々の生活の中で「徳を積むこと」「恩を忘れてはならないこと」の大切さを繰り返し説いてい

ます。現代を生きる私たちにとっても、改めて考えさせられる価値観です。関係している教職員や児童生

徒、保護者、地域の人々など、一人ひとりの徳を大切にし、学校経営に活かしていきたいと思います。 

「1月は行く、2月は逃げる、3月は去る」と言われるように、あっという間に時は過ぎて行きます。今年

度も残りわずかです。慌ただしい日々が続きますが、地に足を付け、一歩一歩前進してまいります。 
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「万象具徳」 

どんなものにも よさがある  どんなものにも よさがある  

よさがそれぞれ みなちがう  よさがいっぱい かくれている  

どこかとりえが あるものだ  もののとりえを ひきだそう 

ひとのとりえを そだてよう  じぶんのとりえを ささげよう  

とりえとりえが むすばれて  このよはたのしい ふえせかい 

 



 

〇令和8年度に体育館のエアコン設置に伴う工事が6月中旬（スポーツ

フェスティバル終了後）から9月末にかけての予定で行われます。工事

に伴い、工事期間の体育館使用が不可となります。また、工事車両等の

出入りや資材を置く場所や作業事務所の設置に伴い、バスデッキや昇降

口の一部の使用が制限されます。保護者の皆様にはご不便をおかけしま

すがご理解の程お願いいたします。詳細は来年度改めてお知らせさせて

いただきます。

学年末休業日（～３月３１日まで）

春季休業日（4月1日〜4月7日）

令和8年度第1学期始業式は4月8日（水）

入学式は4月9日（木）です。


